
平
成
二
十
九
年

報
恩
講
特
別
展
観
目
録

開
館
時
間

一
月
九
日
、
正
午
～
午
後
三
時

一
月
十
日
～
十
五
日
、
午
前
十
時
～
午
後
三
時

こ
の
期
間
中
、
午
後
一
時
か
ら
宝
物
解
説

一
月
十
六
日
、
午
前
十
時
～
午
後
一
時
ま
で

《
筆
跡
研
究
》
親
鸞
聖
人
と
真
仏
上
人

（
教
学
院
第
四
部
会
）

⑩ 親鸞聖人筆 断簡「本縁経要文」

①

親
鸞
聖
人
坐
像

（
県
文
、
南
北
朝
時
代
）
一
躰

②

親
鸞
聖
人
自
筆
賛
銘
『
黄お

う

地じ

十
じ
ゆ
う

字じ

名
み
よ
う

号ご

う

本ほ

ん

尊ぞ

ん

』
（
影
印
）

（
鎌
倉
中
期
）

一
幅

③

親
鸞
聖
人
筆
『
十
字
名
号
本
尊
』
（
影
印
）

（
鎌
倉
中
期
）

一
幅

④

親
鸞
聖
人
筆
『
八
字
名
号
本
尊
』
（
影
印
）

（
鎌
倉
中
期
）

一
幅

（
現
存
す
る
親
鸞
聖
人
直
筆
の
名
号
本
尊
は
四
軸
の
み
。
専
修
寺
に
は
そ
の
う
ち
の
二
つ
を
伝
え
る
）

⑤

親
鸞
聖
人
作
『
三

さ

ん

帖
じ
よ
う

和わ

讃さ

ん

』
（
影
印
）

（
国
宝
、
鎌
倉
中
期
）

三
冊

（
国
宝
本
に
は
親
鸞
聖
人
直
筆
と
真
仏
上
人
筆
と
が
混
在
し
て
い
る
）

⑥

親
鸞
聖
人
筆
『
西さ

い

方ほ

う

指し

南な

ん

抄
し
よ
う

』
（
影
印
）

（
国
宝
、
鎌
倉
中
期
）

四
冊

（
親
鸞
聖
人
の
師
で
あ
る
法
然
上
人
言
行
録
の
う
ち
最
古
の
書
写
本
。
総
て
が
親
鸞
聖
人
直
筆
）

⑦

安あ

居ぐ

院い

聖せ

い

覚か

く

作･

親
鸞
聖
人
筆
『
唯ゆ

い

信し

ん

鈔
し
よ
う

』
（
影
印
）

（
重
文
、
鎌
倉
中
期
）

一
冊

⑧

親
鸞
聖
人
筆
『
唯ゆ

い

信し
ん

鈔
し
よ
う

文も

ん

意い

』
（
影
印
）

（
重
文
、
鎌
倉
中
期
）

一
冊

⑨

親
鸞
聖
人
筆
『
尊そ

ん

号ご

う

真し

ん

像ぞ

う

銘め

い

文も

ん

』
（
影
印
）

（
重
文
、
鎌
倉
中
期
）

二
巻

⑩

親
鸞
聖
人
筆

断だ

ん

簡か

ん

『
本ほ

ん

縁ね

ん

経
ぎ
よ
う

要よ

う

文も

ん

』

（
重
文
、
鎌
倉
中
期
）

一
枚

⑪

真
仏
上
人
筆

『
経
釈
文

き
よ
う
じ
や
く
も
ん

聞き

き

書が

き

』
よ
り
「
本
縁
経
要
文
」

（
重
文
、
鎌
倉
中
期
）

一
冊

⑫

真
仏
上
人
筆

『
親し

ん

鸞ら

ん

夢む

記き

』

（
重
文
、
鎌
倉
中
期
）

一
幅

⑬

真
仏
上
人
筆

『
教
行
証
文
類
』

（
重
文
、
鎌
倉
中
期
）

六
冊

⑭

親
鸞
聖
人
自
筆
御ご

消
し
よ
う

息そ

く

「
覚か

く

信し

ん

房ぼ

う

あ
て
御お

返へ

ん

事じ

」
（
影
印
）

（
重
文
、
鎌
倉
中
期
）

一
巻

⑮

親
鸞
聖
人
自
筆
御
消
息
「
真し

ん

佛ぶ

つ

房ぼ

う

あ
て
」
（
影
印
）

（
重
文
、
鎌
倉
中
期
）

一
巻

⑯

親
鸞
聖
人
自
筆
御
消
息
「
高た

か

田だ

入
に
ゆ
う

道ど

う

あ
て
御
返
事
」
（
影
印
）

（
重
文
、
鎌
倉
中
期
）

一
巻

⑰

親
鸞
聖
人
自
筆
御
消
息
「
し
の
ぶ
の
御ご

房ぼ

う

あ
て
御
返
事
」
（
影
印
）

（
重
文
、
鎌
倉
中
期
）

一
巻

⑱

親
鸞
聖
人
伝で

ん

絵ね

第
一
巻

出
し
ゆ
つ

家け

学が

く

道ど

う

の
段
（
影
印
）

（
重
文
、
鎌
倉
後
期
）

一
巻

⑲

親
鸞
聖
人
伝
絵
第
二
巻

入
に
ゆ
う

滅め
つ

葬そ
う

送そ
う

・
廟

び
よ
う

堂ど
う

創そ
う

立り
つ

の
段
（
影
印
）

（
重
文
、
鎌
倉
後
期
）

一
巻

⑳
『
親
鸞
聖
人
正

し
よ
う

統と

う

伝で

ん

絵え

伝で

ん

』

（
江
戸
中
期
）

六
幅

（
江
戸
中
期
の
学
匠
、
五
天
良
空
が
著
し
た
『
親
鸞
聖
人
正
統
伝
』
に
基
づ
い
て
製
作
さ
れ
た
絵
伝
）

㉑
『
一い

つ

光こ

う

三さ

ん

尊ぞ

ん

仏ぶ

つ

絵え

伝で

ん

』
（
影
印
）

（
江
戸
中
期
）

四
幅

㉒

真
佛
上
人
坐
像
（
栃
木･

高
田
本
寺
蔵

重
文

写
真
パ
ネ
ル)

㉓

顕
智
上
人
坐
像
（
栃
木･

高
田
本
寺
蔵

重
文

写
真
パ
ネ
ル)

【
筆
跡
鑑
賞
の
手
引
き
】

⑩
の
親
鸞
聖
人
筆

断
簡
「
本
縁
経
要
文
」
は
、
一
枚
の
料
紙

に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
、
紙
の
右
端
に
紙
縒

り
（
こ
よ
り
）
の
綴
じ
穴
が
三
つ
確
認
出
来
る
。
さ
ら
に
左
端
に

は
紙
の
折
り
目
も
見
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
一
枚
は
聖
人

が
手
元
に
在
っ
た
手
控
え
帖
か
ら
抜
き
出
し
、
漢
字
の
振
り
仮
名

や
意
味
を
書
き
添
え
て
真
仏
上
人
に
渡
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

⑪
の
真
仏
上
人
筆
『
経
釈
文
聞
書
』
に
も
同
じ
文
言
が
書
写
さ

れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
本
の
題
名
も
聖
人
の
手
控
え
帖
に
記
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

⑫
の
真
仏
上
人
筆
『
親
鸞
夢
記
』
は
江
戸
時
代
中
期
に
『
経
釈

文
聞
書
』
か
ら
「
夢
記
」
部
分
を
取
り
出
し
、
掛
幅
装
に
仕
立
て

直
し
て
展
覧
に
供
さ
れ
た
も
の
。



⑤ 親鸞聖人 作

『三帖和讃』三冊

（鎌倉中期 国宝複製）

平成二十九年 報恩講記念特別展観

《筆跡研究》親鸞聖人と真仏上人
（２０１７年１月９日～１６日）

受
付

⑲

親
鸞
聖
人
伝
絵

第
五
巻

入
滅
葬
送･

廟
堂
創
立
の
段

（重文 パネル写真）

⑭『覚信房あて御返事』

⑮『真仏房あて』

（
重
文
複
製
）

親鸞聖人自筆御消息 親鸞聖人自筆御消息

（鎌倉中期 重文複製）

④ 八字名号本尊 ② 黄地十字名号本尊 ③ 十字名号本尊

（鎌倉中期 重文複製）

（
鎌
倉
後
期
）

⑦ 安居院聖覚作･親鸞聖人筆

『唯信鈔』
⑧ 親鸞聖人筆
『唯信鈔文意』

（鎌倉中期 重文複製）

（南北朝時代 県文複製）

（鎌倉中期 影印複製）（鎌倉中期 影印複製） （鎌倉中期 影印複製）

⑨ 親鸞聖人筆

『尊号真像銘文』本･末二冊より

（鎌倉中期 重文複製）

（重文 パネル写真）

㉓ 顕智上人坐像
（栃木県 高田本寺蔵）

㉒真仏上人坐像
（栃木県 高田本寺蔵）

㉑

一
光
三
尊
仏
絵
伝
（
四
幅
）

（
江
戸
中
期

影
印
複
製
）

① 親鸞聖人坐像

⑯『高田入道あて御返事』

⑰『しのぶの御房あて御返事』

⑱

親
鸞
聖
人
伝
絵

第
一
巻

出
家
学
道
の
段

（
重
文
複
製
）

（
鎌
倉
後
期
）

⑥ 親鸞聖人筆

『西方指南抄』四冊

（鎌倉中期 国宝複製）

⑩ 親鸞聖人筆
断簡『本縁経要文』

（重文、鎌倉中期）

⑳『親鸞聖人正統伝 絵伝』
（第一幅～第三幅）

⑳『親鸞聖人正統伝 絵伝』
（第四幅～第六幅）

⑬ 真仏上人筆

『教行証文類』六冊

（鎌倉中期 重文複製）

⑫ 真仏上人筆

『親鸞夢記』一幅
（重文、鎌倉中期）

⑪ 真仏上人筆

『経釈文聞書』より
「本縁経要文」
（重文、鎌倉中期）


